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資料８



担任事務
下⽔道管路の包括的⺠間委託検討部会設置運営要綱
第２条（担任事務）より

（１）下⽔道管路の包括的⺠間委託の業務内容に関すること

（２）下⽔道管路の包括的⺠間委託の受託候補者の評価に関すること

（３）下⽔道管路の包括的⺠間委託の運⽤に関すること

（４）その他下⽔道管路の包括的⺠間委託に関する専⾨事項を調査研究
及び審議させるため、研究会が必要と認めた事項
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１）業務内容
包括的⺠間委託の事業スキームに関すること
（審議内容の例）

委託期間

対象地区

対象業務範囲

官⺠業務区分
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公募概要（案）を確定



２）受託候補者の評価
①業者へ求める提案資料に関すること
（審議内容の例）

実施要領（提案書募集や評価の進め⽅）

提案書作成要領（提案を受ける項⽬、求める要件）

提案書評価基準（評価の項⽬や着⽬点、配点）

業務説明資料（包括的⺠間委託の業務内容）
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公募資料（案）を確定



２）受託候補者の評価
②評価に向けた事前説明
書類審査として評価する内容

ヒアリングとして評価する内容

評価する際の着⽬点

評価に当たってのスケジュール
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２）受託候補者の評価
③提案書に対する評価（書類審査）
（評価内容の例）

業務実施能⼒（技術者の経験、実績、資格）

業務実施体制（迅速性、危機管理・安全対策、安定性）

業務実施⽅針（事業効率性、地域貢献度）

⼈材育成（本市下⽔道事業の技術⼒向上に向けた取組）
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２）受託候補者の評価
④提案書に対する評価（ヒアリング）
（評価内容の例）

取組意欲（当該委託へ積極的に取り組む意欲があるか）

理解度（当該委託を正確に理解しているか）

専⾨技術⼒（当該委託の仕様を満⾜する仕様があるか）

実現性（提案内容が実現可能なものとなっているか）
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提案者の評価および順位を確定



評価イメージ
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提案者 評価委員① 評価委員② 評価委員③ 評価委員④ 評価委員⑤ 合計

Ａ社 ３ ４ ４ １ ３ 15

Ｂ社 ２ ３ ２ ３ ３ 13

Ｃ社 ３ １ １ ２ ２ 9

Ｄ社 ４ ２ １ ２ ２ 11

Ｅ社 ５ ４ １ １ ５ 16

順位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

提案者 Ｅ社 Ａ社 Ｂ社 Ｄ社 Ｃ社

付けていただいた評価および順位を基に、横浜市が受託候補者を特定



３）委託の運⽤
今後の業務履⾏に関すること
（審議内容の例）

包括的⺠間委託契約の報告

包括的⺠間委託実施状況の報告

業務実施後に判明した課題や想定外のリスク、その他の
業務履⾏の⽀障となる事項への対応策
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検討部会開催予定
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部会 時期 内容

第１回 Ｒ2.1.29 部会の内容・スケジュール確認
包括的⺠間委託概要説明

第２回 Ｒ2.3.26
（予定） 業務内容の審議

第３回 Ｒ2.6頃 提案を受ける項⽬、評価⽤資料の審議

第４回 Ｒ2.11頃 評価にむけた事前説明

第５回 Ｒ2.12頃 提案者の評価①

第６回 Ｒ3.2頃 提案者の評価②

第７回 Ｒ3.7頃 包括的⺠間委託契約の報告

第８回 Ｒ3.11頃 包括的⺠間委託実施状況の報告

業務内容

受託候補者の評価

委託の運⽤

担任事務



第２回検討部会の審議内容
⺠間事業者へのサウンディング調査結果を踏まえた
業務内容の説明

業務内容の審議

今後のスケジュール確認
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